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平成26年度より、市町村内の一定の地区の居住者
及び事業者（地区居住者等）が行う自発的な防災
活動を定める地区防災計画制度が創設された。内
閣府防災担当によるガイドラインによると、平常
時からの活動の一つとして、災害における地域の
強みと弱みを把握する防災マップの作成が必要と
されている。災害の少ない栃木県においては、地
域住民のみならず地域にあり、かつ防災に関心の
ある事業者や学校の参加による防災マップの作成
とその普及が求められる。
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